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【概要】
平成２８年８月台風９号により、一級河川最上川水系乱川（天童市川原子地内）では、洪水による著し

い河床低下により床固工および護岸工の被害が発生した。

床固工が再度被災した際には、上流側護岸及び農業用取水口等が被災するおそれがあることから、災

害関連事業により、帯工・護岸工を設置し河床低下を防止することで、床固工の再度災害防止を図る。

【事業内容】

事業主体 ： 山形県

河川名 ： 最上川水系乱川

事業箇所 ： 天童市川原子地内

事業延長 ： ６３６ｍ

事業期間 ： 平成２８年度～平成３０年度

事業費 ： １１．７億円（うち改良費５．６億円）

事業概要 ： 床固工、帯工、護床工、護岸工 等

【山形県】
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【平面図】

河床低下状況

帯工・護岸工を設置し、河床低下を防止

床固工・護床工被災状況

【縦断図】
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